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学習指導案は、授業を構想する際の設計図であり、授業を行う際には進行表となり、実施

後には、授業や学習指導の記録、次への構想の準備ともなるものです。また、学習指導案に

は、単元（題材）の目標や指導上の留意点、評価の観点等、学習指導を進める上で考えるべき

重要な内容が含まれています。必要な内容を備え、授業や研究に役立つ機能的な学習指導案

を作成することは、充実した授業に直結することであり、児童生徒の資質・能力を育成する

上でとても重要であると言えます。 

本書は、各学校において学習指導案を作成する際の手引きとしての役割を果たすことを一

つのねらいとして作成しました。学習指導案には、活用する場面や目的、教科によって様々

な様式があります。各学校においては、学習指導案の基本的な内容や様式についての共通理

解を図った上で、授業の目的や研究課題に応じて、項目や内容を付け加える等、児童生徒の

課題や自校の研究課題に合わせた様式や内容を検討し、機能的で創意ある学習指導案を作成

されることを期待しています。 

また、本書は、校内研修や研究の資料として活用されることをもう一つのねらいとしてい

ます。学習指導案について考えることは、その単元（題材）で育む資質・能力を明確にし、そ

れらを実現するために学習指導と評価の見通しをもち、一単位時間のねらいや学習方法の在

り方等について考えることでもあります。「学習指導を通してどのような資質・能力の育成を

目指すのか。」「その資質・能力を育成するための主体的・対話的で深い学びをどのように設

定するのか。」「指導と評価をどのように計画するのか。」等、学習指導の根幹に関わる内容に

ついて協議したり研修したりすることは、児童生徒に求められる資質・能力の育成を目指し

た授業構想や学習指導のために欠かせないことと言えます。各学校等において、研究授業の

一環として学習指導案を検討される際等に、活用されることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 はじめに 
１ 



 

１ 

 

 

 

 

学習指導案を作成することは、育成を目指す資質・能力を

明確にし、児童生徒が、「何を学ぶか」、「どのように学ぶか」

という授業の内容や手順を具体的に考えていくことにほかなりません。 

指導者は、年間指導計画に基づいた系統性や単元（題材）の目標、対象となる児童生徒の

実態や課題を踏まえて、どのような内容をどのような学習活動を通して指導していくのかを

大まかに構想した上で、毎時間の流れと内容を考え、必要な準備をしていきます。指導者は、

学習指導案を作成することを通して、その内容や指導方法を事前に考えたり工夫したりしな

がら練り上げていくことができます。つまり、学習指導案は、その時間のねらい（育成を目

指す資質・能力）を達成するための設計図であると言えます。 

こうして作成された学習指導案は、実際の学習指導・授業を進めていく際の進行表として

働きます。指導者は、学習指導案を基に授業を行うことで、ねらいに即した学習指導を、計

画的、効果的に進めていくことができます。 

このような機能を担った学習指導案には、まず、よく練られた内容にすることが求められ

ます。さらに、実際の学習指導の進行表となるためには、抽象的な理念を語ったものではな

く、児童生徒の学習する姿がありありと思い描けるような具体性が求められます。 

児童生徒に求められる資質・能力を育成する学習指導を実現するためには、具体的なプラ

ンが示されている学習指導案を作成することが重要なことであると言えます。 

 

 公開授業では、授業のねらいや工夫点等、授業参観の観点を明確にし

ておくことが重要です。また、児童生徒の実態や、自校の研究主題等、

あらかじめ周知したいこともあります。このようなとき、学習指導案は共通理解を図るため

の資料としての重要な役割を果たします。 

 授業研究の資料として、指導者は何を伝えたいのか、どのようなことを一緒に考えたいの

か、自分の考えや思いを明確に打ち出すことが重要です。ただし、共通理解のための資料で

もあることから、授業研究に参加する人の実践経験や立場等を考慮して、相手の立場に立っ

た言葉遣いや表現に努めることが大切です。実りの多い授業研究とするためには、ポイント

を絞った内容を分かりやすい言葉で簡潔に表現し、専門用語や自校独自の言葉を使う場合は、

その語の意味を解説したり、定義付けたりする等、正確に理解できる配慮が必要です。 

 

 

 

 

学習指導・授業の設計図 

 

授業研究の資料 
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 授業を終えた後には、児童生徒の様子や自分自身の指示や発問

等の指導を振り返って成果や課題を明らかにすることが必要で

す。その際、児童生徒の反応や計画の変更点、反省点等様々な書き込みがされた学習指導案

は、授業記録としての役割を果たします。 

事後研究会では、この記録を基に授業を振り返って、成果や課題、改善点等を出し合い、

協議を深めていきます。また、児童生徒の発言記録やノートのコピー、写真や動画等の資料

を加え、研究協議での意見や自分自身の考察等を付け加えることで、充実した研究資料とな

ります。自らの授業力を高める上で、授業を終えた後の学習指導案を活用することは、有効

な手立てであり、次への構想の準備にもなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業実践・研究の記録 
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学習指導案を考える際には、まず、その学年で児童生徒にどのような資質・能力（「知識及

び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」）を育成するのか、指

導の見通しをもつために学習指導要領を確認することが大切です。単元（題材）の目標等に

ついては、学校の年間指導計画に明記されていますが、その文言を正しく理解するためにも、

学習指導要領や該当教科の解説編を確認しておくことが必要です。これは、詳細な教材研究

を行う前に、ぜひともしておきたいことです。 

なお、「単元」とは、いくつかの教材や活動で構成された一連の学習活動を指します。小学

校の音楽、図画工作、家庭科並びに、中学校の音楽、美術、技術・家庭科においては、「題材」

と言います（以下、「題材」を省略する。）。 

 育成を目指す資質・能力を視点にして、児童生徒の実態を把握、分析し、課題を明らかに

します。 

 実態把握に当たっては、ノートや作品を見直したり、学習評価のための補助簿を読み直し

たりする等、具体的な資料に基づいて考察することが重要です。また、学級全体を総括的に

見るだけでなく、個々の児童生徒の変容に目を向ける等、多様な見方をしていくことが大切

です。 

  

単元の学習指導に当たっては、どのような資質・能力をどのような学習活動を通して育成

するのか、単元の目標を明確に設定することが重要です。さらに単元の目標は、児童生徒が

どのような学習状況であれば達成できたと判断するのか、そのよりどころとなる評価規準を

児童生徒の具体的な姿として設定することで、より現実的なものとなります。 

単元の目標と評価規準を設定するためには、学習指導要領に示された目標や内容、児童生

徒の実態及び前単元までの学習状況等を踏まえて、必然性のある内容にすることが重要です。

年間指導計画においてその単元の目標や評価規準を確認するとともに、年間の系統性や前後

の単元との関連についても押さえます。 

 また、この段階で、単元の中心となる学習活動をおおよそ想定しておくことも必要です。

 

         学習指導要領の確認 ステップ１ 

         児童生徒の実態と課題の分析 ステップ２ 

         単元の目標・単元の評価規準の設定 ステップ３ 
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学習活動の最終段階で、どのようなことをどの程度までできるようになることを目指すのか、

児童生徒の学習状況を具体的に思い浮かべることで、目標や評価規準に具体性と必然性をも

たせることができます。 

評価規準の設定に当たっては、国立教育政策研究所発行の「『指導と評価の一体化』のため

の学習評価に関する参考資料（小学校編、中学校編）」（令和２年３月）を参照するとよいで

しょう。この中で、「評価規準とは、観点別学習状況の評価を的確に行うため、学習指導要領

に示す目標の実現の状況を判断するよりどころを表現したものである。」と説明しています。

言い換えると、児童生徒が学習を通して身に付ける資質・能力の状況を、学習評価を行うま

とまりごとに、学習内容に基づいて表したものであるということです。 

 

ここでは、単元の目標を達成するために、「何を学ぶか」、「どのように学ぶか」、「何ができ

るようになるか」に焦点を当て、児童生徒の学習活動の流れを中心に据えて、単元全体を見

通した指導と評価の計画を立てることが重要です。教科によっては、数時間のまとまりごと

に「次」を構成することもありますが、その場合も全体を見通した学習活動の構成を考える

ことが必要です。 

学習評価については、日々の授業の中で児童生徒の学習状況を適宜把握して指導の改善に

生かすことに重点を置くことが重要です。そのため、どの段階で児童生徒の何を捉えて評価

するのか、評価規準と実際の学習活動に即した評価方法を計画します。その上で、評価規準

に照らして、観点別学習状況の評価をするに当たり記録を取る計画を立てることが大切です。

観点別学習状況の評価に用いる評価については、原則として単元や題材等内容や時間のまと

まりごとに、それぞれの実現状況を把握できる段階で行う等、児童生徒全員の学習状況を記

録に残す場面を精選し、かつ適切に評価するための計画が重要になります。 

 評価規準を設定することにより、指導内容を児童生徒の活動のレベルまで具体化すること

ができます。このことは、単元の目標が達成できたときの児童生徒の姿をイメージすること

につながり、指導のための手立てや必要な教材・教具も具体的に思い描くことができます。 

実際に学習評価を行う際には、学習の成果だけでなく、学習の過程を一層重視することが

大切になります。特に、他者との比較ではなく児童生徒一人一人のもつ良い点や可能性等の

多様な側面、進歩の様子等を把握し、児童生徒がどれだけ成長したかという視点を意識して

おくことが大切です。 

「本時の目標」を設定する際には、単元における指導と評価の計画との整合性に留意しま

         指導と評価の計画 ステップ４ 

         本時の目標の設定及び展開の作成 ステップ５ 



 

５ 

 

す。基本的には、指導と評価の計画を作成した段階で、各時間の学習内容や評価規準等を考

えていますので、それらを基に設定します。 

 「本時の展開」を考える際には、主体的・対話的で深い学びの視点からの児童生徒の学習

活動の流れを軸にすることが大切です。「各教科等の『見方・考え方』を働かせ、どのような

資質・能力を、どのような学習活動を通して育成するのか」という発想で、１時間の学習活

動を組み立てていくようにします。そして、児童生徒が学習課題を捉え学習活動の見通しを

もって主体的に活動するためには、指導者としてどのような働きかけをすればよいのか、指

示や助言、様々な学習形態の活用、個に応じた指導・支援等、様々な手立てを準備しておく

ことが必要です。このような手立てを学習活動の流れと併せて考えておくことで、児童生徒

の主体的な学習活動が引き出され、充実した内容で１時間の授業を展開することができます。 

 

本時の評価計画を立てる際には、本時の目標と一体的なものとして捉え、育成を目指す資

質・能力が、どの学習活動に最もはっきりと現れるのかを考えて計画することが大切です。 

１時間の授業のどの場面で、どのような児童生徒の姿が見られると、「おおむね満足できる」

状況と判断するのか（評価規準）、また、どのような方法で評価するのか（評価方法）を計画

します。併せて、「十分満足できる」と判断される状況と「努力を要する」状況への手立てに

ついても考えておくことが必要です。指導と評価の一体化とは、授業の中で、評価規準を用

いて的確に評価を行い、指導することであると言えます。「努力を要する」状況にある児童生

徒に対しては、その場で有効な手立てを講じ、支援や指導をする必要があります。 

また、指導者による評価とともに、児童生徒による相互評価や自己評価等を計画すること

も大切です。例えば、本時の学習を振り返る場面で、児童生徒が自身の学びや変容を自覚的

に捉えたり互いに認め合ったりする学習活動を行うことにより、児童生徒自身の学習の意欲

の向上にもつながります。 

このように、児童生徒の学習状況を的確に捉え指導の改善を図るとともに、児童生徒自身

が自らの学習を振り返って次の学習に向かうことができるようにするために、学習評価の在

り方は大変重要です。 
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各学校では、この様式例を参考にしながら、授業の目的や公開する対象者に合わせて項目

構成や記述内容等を検討し学習指導案を作成してください。その際、児童生徒の実態や研究

課題に応じて、項目や内容を付け加える等、一層の工夫を加えることが望まれます。 

 なお、「４ 学習指導案の各項目の解説」において、各項目の内容や留意点を詳しく解説し

ています。学習指導案についての理解を深める資料として活用してください。 

 

 ※「特別の教科 道徳」の学習指導案様式については、「道徳教育の進め方 京都式ハンド

ブック」（平成 30年３月改訂版）を参考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 学習指導案様式例 

 

価） 
１ 



 

７ 

 

様式例１ 

 



科 学習指導案 
                                                学校名 
                                                指導教員名        ＊印鑑省略可 
                                                指導者名（＊Ｔ１・・・） 
                              （＊Ｔ２、Ｔ３）※複数指導の場合 
 
１  対象 第学年組    名 
 
２ 日時 令和年月日 曜日 第校時 （：～：） 
 
３ 場所 教室、場、実習室等 
 
４ 単元（題材）名・教材名   
 
５ 単元（題材）について 
（簡潔に記述する。児童生徒の実態についても、単元（題材）の目標 
に関連させ、本単元（題材）での学習課題が明確になるようにする。） 

 
６ 単元（題材）の目標 
（単元全体の目標を育成する資質・能力の三つの柱に沿って設定する。） 

 

７ 単元（題材）の評価規準  

 
知識・技能 

 
思考・判断・表現 

 
主体的に学習に取り組む態度 

 
 
文末は「～している。」 

「～できる。」等 

 
文末は「～している。」 

「～できる。」等 
 

 
文末は「～しようとしている。」等 
 
 

 
○ 児童生徒がどのような学習状況であれば、単元目標が達成できたと判断するのか、そのよ

りどころとなる規準を、年間計画に基づいて観点ごとに簡潔に記述する。 
○ 単元（題材）の評価規準については、国立教育政策研究所発行の「『指導と評価の一体化』

のための学習評価に関する参考資料」を参照し、適切に設定する。 
 

８ 指導と評価の計画（全〇時間） 
 
次 
 
 

 
時 
 

 
ねらい・学習活動 

 
 
 

評価規準 
【評価の観点】 

<評価方法> 
> 
 

 
一 
 
 
 
 
 
 
 

 
１ 
 
 
 
 
 
 

 
学習のねらいと具体的な学習活動について記述する。
 
 
 
 

 
単元の評価規準を具体化し、評価規準と 

評価の観点を指導過程に即して記述す 
る。 

 
単元の評価規準と同様に各校の年間計 

画に基づいて記述する。 
 
指導に生かす評価の機会については 

「◇」を、児童生徒全体の評価を総
括の資料にするために記録に残す評
価の機会については「◆」を付けて
示し、各観点の評価の機会を精選して
記述する。 

 

（1）〔基本型〕 

京都府総合教育センターが初任者・

新規採用者研修のために作成 

している「学校の教育力の向上を目

指して－教職の手引き－」令和２年

度版に基づいて作成しています。 

単元、小単元、題材等、教

科によって学習内容のまと

まりの捉え方が異なりま

す。そのまとまりを踏まえ

て目標を設定します。 

教科によっては、「単元名」を「題材名」とします。 

 

 

初任者・新規採用者研修にお

ける学習指導案作成の場合は

指導教員名も明記します。 

 

 

単元指導計画表の時間の区切 

り（横線）については、各教 

科の特性に応じて、「次」では 

なく、「時」ごとにまとめるこ 

とも可能です。 

 

（
本
時
） 



 

８ 

 

９ 本時の目標（この時間でどのような資質・能力をどのような学習活動を通して身に付け

させるのかを児童生徒の立場で簡潔に記述する。その際、単元（題材）の目

標との関連を明確にして、「指導と評価の計画」の該当する時間との整合性

にも留意する。） 

 

10 本時の展開（○／○） 

  （本時の目標を達成するための授業展開計画を示す。児童生徒の学習活動と指導の手立

てが具体的にイメージできるように記述する。） 

過
程 

 
学習活動 

 

 
学習

形態 
 
 

指 導 上 の 留 意 点 

 
評価規準 

【評価の観点】 
〈評価方法〉 

導
入
○
分 

 
  
  
  

展
開
〇
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
と
め
〇
分 

 

展
開
○ 

 
分 

                    

ま
と
め
○
分 

具体的な学習活動について、児童生徒
の立場から記述する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○指導者がどのようなねらいでど
のような指導を行うのか、指導
のポイントを記述する。 

 
 
 
 
 
○本時の目標を達成するための具
体的な手段や方法、指導の工夫
点等が具体的に想起できるよう
に記述する。 

 
 

○児童生徒の実態や予想される児
童生徒の反応を想定して個に応
じた具体的な手立てを記述する。 

 
 
〇教育的支援や配慮を必要とする
児童生徒への配慮事項等を記述
する。 

 
◯学習形態等の工夫や少人数授業の
利点を生かした指導の工夫につい
て記述する。 


◯複数指導の場合は、各教員の役
割や指導内容の分担がはっきり
と分かるように区分して記述す
る。


◯保健衛生、事故防止、安全管理､準
備・片付け等にも触れる。 

 
〇使用する教材・教具等を学習活
動に沿って記述する。 

 





 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○本時の目標に照らし
学習活動に即して評
価規準を確認し、評
価の観点と評価方法
を具体的に記述する｡ 

 
〇指導と評価の計画の
評価規準との整合性
に留意する。 

  
  
 
 
○評価規準に照らして 
学習の実現状況の程
度から、その高まり
や深まりをもってい
ると判断される状況
を想定して記述する。 

 
 
 
 
○その時間の学習活動
において評価規準を
達成することができ
そうにない児童生徒
に対して指導者がそ
の時間内にどのよう
な手立てを講じるの
かを記述する。 

「十分満足できる」と判断
される 状況 

「努力を要する」状況
への手立て 

児童生徒が主体的に

学習活動に向かうた

めには、指導者の説

明を一方的に聞くだ

けでなく、多様な学

習集団を活用した指

導形態を取り入れる

ことが必要です。 

めあて（本時の目標を達成するための学習課題を児童生徒向けの言葉で提示する。) 

一斉、個別、ペア、 

グループ等の学習 

形態を記述します。 

過程には時間配分も記入し、見通

しをもって指導します。 

本時〇時間目／単元全体〇時間中 

「おおむね満足できる」 
と判断される状況 

学習指導案を作成する段階で、教材や教具

を記述しておくことで、計画的に準備をし

たり、授業当日に必要なものを確実に揃え

たりすることができます。 



 

９ 

 

様式例２ 

 

 

 

生活単元学習 学習指導案 
                                                         学校名 
                                                         指導教員名 
                                                         指導者名（Ｔ１） 
                                       （Ｔ２） 

＊印鑑省略可 
１  対象 第学年組    名 
 
２ 日時 令和年月日 曜日 第校時 （：～：） 
 
３ 場所 教室、場、実習室等 
 
４ 単元名   
 
５ 単元について 

（単元に関わる児童生徒の実態についても明記する。） 
 
６ 単元の目標 

（単元全体の目標を育成する資質・能力の三つの柱に沿って設定する。） 
 

目標 合わせている各教科等 

  

 

 

７ 単元の評価規準  
 

知識・技能  思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

文末は「～している。」 

「～できる。」等 

 

文末は「～している。」 

「～できる。」等 

 

文末は「～しようとしている。」等 

 

 
○児童生徒がどのような学習状況であれば、単元目標が達成できたと判断するのか、そのよりどころとなる

規準を、年間計画に基づいて観点ごとに簡潔に記述する。 

○単元（題材）の評価規準については、国立教育政策研究所発行の「『指導と評価の一体化』のための学習 

 評価に関する参考資料」を参照し、適切に設定する。 
 
８ 指導と評価の計画（全〇時間） 
 

次 時 ねらい・学習活動 
評価規凖【評価の観点】 

（評価方法） 
一 

１ 
  

２ 
(本時) 

  

二 
３   

（２）〔特別支援学校・特別支援学級 （各教科等を合わせた指導）〕 

初任者・新規採用者研修におけ

る学習指導案作成の場合は指導

教員名も明記します。 
各教科等を合わせた指導の学習指導

案作成に当たっては、本学習指導案ハ

ンドブック P2～P18や、特別支援学校

学習指導要領解説 各教科等編（小学

部・中学部）の「各教科等を合わせた

指導」を参照の上、御活用ください。 

特別支援学校学習指導要領解説各教科等編（小学
部・中学部）を参考に目標を立てます。 

 

例 
生 活 科 [役割][生命・自然] 
国 語 科 [聞くこと・話すこと] 

[読むこと] 
自立活動 [人間関係の形成] 
     [コミュニケーション] 

学習のねらい、学習の過程及び学
習する内容が明確になるよう、児
童生徒が実際に行う学習活動に
即した具体的な表現にします。 

 

各教科等の相互の関連を図りながら 
系統的、発展的に学習を展開し評価を進
める必要があります。単元を通してどの
学習活動で何をどのように評価するの
かを計画します。 

 



 

１０ 

 

９ 本時の目標 

（この時間でどのような資質・能力をどのような学習活動を通して身に付けさせるのかを児 

童生徒の立場で簡潔に記述する。その際、単元の目標との関連を明確にして、「指導と評価 

の計画」の該当する時間との整合性にも留意する。） 

 

  ＜全体＞ 

 

  ＜個別＞ 

 

10 本時の展開（○／○） 

  （本時の目標を達成するための授業展開計画を示す。児童生徒の学習活動と指導の手立てが 

具体的にイメージできるように記述する。） 

 
 
過 
程 ねらい・学習活動 

手立て及び指導上の留意点 評価規準 

【評価の観点】 

〈評価方法〉 
Ｔ１ Ｔ２ 

導

入

○

分 

    

展

開

○

分 

    
○本時の目標に照らし、学習
活動に即して評価規準を確
認し、評価の観点と評価方
法を具体的に記述する。 

 
○指導と評価の計画の評価規準
との整合性に留意する。 

 
 
 
 

ま
と
め
○
分 

    

                 

 

 

 

11 配置図 

（教師の立ち位置や動線・提示する教材の配置等個々の児童生徒が本時の目標を達成できる

よう、必要な環境設定について図示します。） 

 

12 準備物・板書計画等 

（必要に応じて、項を設ける場合があります。） 

 

 

 

本時〇時間目／単元全体〇時間中 

めあて（本時の目標を達成するための学習課題を児童生徒向けの言葉で提示する。) 

「評価」の欄を別に設けることも考えられますが、指導と評価を一
体化するために、「本時の展開」中に評価を示しています。適切な評価
のためには、「８ 指導と評価の計画」の観点が、「本時の展開」のどこに位
置付くのかを明確にしておくことが大切です。表の中で学習活動と評価を
横並びに示すことで、どの場面において、どの観点をどのように評
価するのかが分かりやすくなります。 

児童生徒の実態に幅がある場合は、個別に記述することも考えられ
ます。 

 

Ｔ１：中心指導としての動き方を記入します。 

Ｔ２：サブ指導としての動き方を記入します。 

中心指導者に集中させる、学習しやすい雰囲気づくり、個々の児
童生徒の活動への支援等役割があります。そのため、事前に指導
者間で丁寧な打ち合わせを行うことが大切です。 

また、この欄には個々に応じた手立ても記入します。 

 



 

１１ 

 

 

 

 

 

 

               

 研究授業の実施概要として、学校名、指導者氏名、対象とする学年・学級・児童生徒数や、

実施日時、場所等を明記します。校内の研究授業の場合には学校名を省く等、公開する対象

によって、省略可能な項目もあります。 

 

 

 

 

 教材名とは、単元に含まれる教材の題名等です。単元名・教材名は、自校の年間指導計画

に基づいて記入します。一般的には、教科書の文言を使って記入する場合が多いようですが、

自校の年間指導計画に位置付けられていれば、独自の単元名を設定することも可能です。な

お、教材名は、教科によって示されない場合があります。 

 単元名を設定する際には、「教材名」と混同しないようにすることが重要です。特に国語科

では、文章教材の作品名をそのまま単元名としている例（「読んで考えたことを話し合おう」

とするところを「ごんぎつね」としている。）が見受けられますので、留意する必要がありま

す。なお、「特別の教科 道徳」では単元名を主題名としています。いずれも、学習指導案の

タイトルとも言えるものです。学習活動のねらいや内容が一目で分かるように明記すること

が重要です。 

さらに、教科にもよりますが、学習指導案を作成する上で、内容のまとまりや単元で指導

する事項の内容を明らかにしておく必要があります。 

 

 

 

 

 この単元で、どのような資質・能力の育成を目指すのか、そのためにどのような学習活動

を行うのか、単元全体のねらいや学習活動の概要を説明します。主に次のような内容で構成

します。 

①  これまで児童生徒は、どのような学習をして、どのような資質・能力を身に付けてき

たのか。（系統性） 

②  本単元（当該の学年、指導時期）では、どのような資質・能力の育成を図ろうとして

いるのか。（単元の目標） 

③  本単元でねらいとする資質・能力を育成するために、どのような学習活動をどのよう

な流れで行うのか。（指導と評価の計画） 

④  学習内容や教材の特性に関わって、特に留意すべきことは何か。（内容のまとまりの

明確化又は本単元で扱う事項の明確化） 

⑤  本単元の学習で身に付けた資質・能力を、次へどのように活用し、発展させることが

できるようにするのか。（指導の見通し） 

 

単元の目標や内容を考える際には、学習指導要領の該当箇所を確認し、それを根拠に具体化し

ていくことが必要です。また、学校の研究課題等に基づいた研究授業の場合は、上の内容に関連さ

１ 対象 ・ ２ 日時 ・ ３ 場所 

 

4 単元（題材）名 ・ 教材名 

5 単元について 

４ 学習指導案の各項目の解説 

価） 
１ 

番号は様式例〔基本型〕

に対応しています。 



 

１２ 

 

せて、研究の主題や仮説等に触れておくことも必要です。 

児童生徒の実態は、この項目に含めて記述します。その際には、学級や担当の児童生徒の一般

的な様子（明るい・素直・仲がよい等）ではなく、本単元の目標や学習内容から見た現状や課題を具

体的に記述します。例えば、「話し方を工夫して、自分の考えを話す。」というねらいを設定したとき、

「日常的に朝のスピーチに取り組んでいるが、人前で自分の考えを話すことに苦手意識のある児童

生徒が多い。」や「ペアで話したり聞いたりして交流する場を設定する。」、「話す事柄をカードに書き

出して話す順を並べ替える活動を行う。」等のように、児童生徒の実態と、それに基づいた指導を明

確に示します。ただし、児童生徒の課題を記述する際には、個人情報保護の観点から、個人を特定

できるような記述は避ける必要があります。特に、教育的支援や配慮を必要とする児童生徒につい

て記述する時や、少人数の学級で個人が特定されやすい場合等は、十分に配慮した対応が求めら

れます。さらに、ホームページ等 Web 上で学習指導案や研究資料を公開する際には、不特定多数

の人々の目に触れることを想定して、十分な注意が必要です。 

なお、児童生徒の実態については、例えば「児童生徒について」として、「単元について」とは別項

目を設けて記述することもできます。 

 

 

 

   

学習指導要領の目標や内容、児童生徒の実態及び前単元までの学習状況を踏まえて、この単

元で、どのような資質・能力をどのような学習活動を通して育成するのかを、資質・能力の三つの柱ご

とに、三文に分けて記述したり、資質・能力の三つの柱に沿って、一文程度で記述したりする方法が

あります。 

なお、文末は、教科・領域の特性に応じて「～する。」、「～できる。」、「～できるようにする。」等、い

くつかの形式が考えられます。いずれの場合でも、一つの学習指導案の中で混在しないよう、国立

教育政策研究所の参考資料等を参照して、学校として統一した表現にすることが必要です。 

 

 

 

 

目標の実現の状況を判断するよりどころとなる規準を作成します。各教科においては「知

識・技能」、「思考・判断・表現」、「主体的に学習に取り組む態度」の観点ごとに記述します。 

なお、文末は、児童生徒の学習活動の状況を示すことから、「知識・技能」の観点について

は、「～している。」、「～できる。」等、「思考・判断・表現」の観点については「～している。」、

「～できる。」等、「主体的に学習に取り組む態度」の観点であれば「～しようとしている。」

等とします。 

  

 

 

 

 単元の目標を達成するために、どのような学習活動を展開するのか、観点別の学習状況に

ついてどのような時期や場面で評価するのか、指導と評価の計画を一覧表にして示します。 

 

 単元の学習活動全体を、いくつかの単位時間ごとにひとまとまりのものとした

区切りを「次」と呼びます（教科によって「小単元」と呼び、区切りだけを付け

て名称を付けないこともあります。）。例えば、単元全体の導入に当たる部分を「第一次」、学

６ 単元の目標 

８ 指導と評価の計画  

７ 単元の評価規準 

次・時 

・時 



 

１３ 

 

習活動の中心的な部分となる部分を「第二次」、学習成果を発表・交流したりする部分を「第

三次」と設定する等が考えられます。 

このようにして「次」を設定することで、指導者は、学習活動全体を見通した視点で指導に

当たることができます。また、児童生徒にとっては、学習活動の節目を意識することで、こ

の時間に学習していることが次にどのようにつながるのかという見通しをもつことができま

す。 

  

一単位時間又は一次ごとのねらいと具体的な学習活動について児

童生徒の立場から記述します。具体的な学習活動とは、何を、どのよ

うに学習するのかということであり、例えば「会話の内容を基に人物の気持ちを想像し、吹

き出しに書き込む。」や「乗法の答えは、累加で求められることを理解し、図に表す。」等、児

童生徒が実際に行う学習活動に即した表現にすることが大切です。教科によっては、主要な

発問やゴールとなる「身に付けたい概念（結論）」等を併記する場合も考えられます。 

 

この欄には、指導過程に即して、一単位時間又は一次ごとに、児 

童生徒がどのような学習状況であれば｢おおむね満足できる｣状況で

あると判断するのか、そのよりどころとなる評価規準を評価の観点及び評価の方法と併せて

記述します。児童生徒全員の学習状況を単元ごとに総括するために「記録に残す評価」につ

いては、指導と評価の計画のどの場面で行うかを適切に位置付け、明記するようにします。 

  

 

 

 

この時間で、どのような資質・能力の育成を目指すのか、本時の目標を設定します。本時の目標

は、「指導と評価の計画」の該当する時間との整合性にも留意する必要があります。「指導と評価の

計画」を基にして、できるだけ一つの文にまとめるように簡潔に記述します。 

 

 

 

 

 一単位時間の詳細な学習指導計画です。児童生徒の学習活動と、指導者の指導の双方が具

体的にイメージできるように、流れに沿って記述します。このとき、「本時の目標」（どのよ

うな資質・能力を育成するのか。）と、「学習活動」（どのような学習活動を行うのか。）、さら

に、「学習評価」（どのような学習状況であれば目標が達成できたとするのか。）の三つが相互

に関連し、そのつながりが明確になるように設定されていることが重要です。 

 

 児童生徒が主体的に学ぶために、本時の目標を達成するための

学習課題を児童生徒向けの言葉で提示します。例えば、本時の目

標が、「説明したい仕事内容を、相手に具体的に伝えるために写真を選び、写真と文章の構成

を考える。」とすれば、児童生徒に提示する「めあて」等は、「リーフレットの写真を選び、写

真と取材メモを合わせて伝えたいことを決めよう。」というようになります。 

「めあて」等の提示は、授業の導入部分で単元の学習計画を確かめたり、前時の学習を振

り返ったりする等の学習活動を通して行います。 

 

 一単位時間の授業をいくつかの分節に区切ったものです。一般的には、「導入」、

10 本時の展開 

評価規準・評価方法 

ねらい・学習活動 

９ 本時の目標 

過程 

めあて・ねらい・課題 
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「展開」、「まとめ」の三つで組み立てる場合が多いです。「学習課題をつかむ」、「調べる」、

「考えをまとめる」等、学校独自の区切り方や文言を設定する場合もあります。 

 

 過程を設定する際には、児童生徒の立場から授業全体を見通して実際の学習活動の流れを

想定することが大切です。また、それに即して、時間の目途を設定しておくことも重要です。

指導者、児童生徒ともに、一単位時間の授業の流れをはっきりと知っておくことで、児童生

徒自身が学習活動の流れを自覚的に捉え、見通しをもって主体的に学ぶことにつながるもの

と考えます。一般的な型に縛られず、学習活動の目的や内容に即して、学習活動の過程を柔

軟に創意工夫することが大切です。 

 

本時の目標を達成するための学習活動について、児童生徒の立場から具体的

に記述します。児童生徒が教師の説明や講義を聞いたり、個人やグループで活

動に取り組んだり、学級全体で互いの考えを交流したりする等、いくつかの学習活動を組み

合わせて構成します。児童生徒が実際に行う学習活動に即した表現にすることが大切です

（「８ 指導と評価の計画」の「ねらい・学習活動」も参考にしてください。）。 

 

授業の中で、どのような学習集団を設定して学習を進めるのか、その形態を

学習活動ごとに記述します。 

児童生徒が主体的に学習活動に向かうためには、指導者の説明を一方的に聞くだけでなく、

児童生徒一人一人が主体的に活動する場面を設定することが重要です。そのためには、グル

ープやペア、個別等、多様な学習集団を活用した学習形態を取り入れるようにします。ただ

し、多様な形態を設定することが、そのまま主体的な学習活動に直結するわけではありませ

ん。その形態で、何をどのような目的で行うのかを、児童生徒が具体的に理解できるように

するとともに、十分な活動時間を設定することや、児童生徒が指導者に頼らず自分の力で活

動できるよう手順や進め方を事前に十分指導しておくこと等、ていねいな手立てを講じてお

くことが大切です。 

 

指導者がどのような指導を行うのか、指導のポイントを記述します。

本時の目標を達成するための手段や方法、工夫点等が具体的に想起でき

るような表現を心がけることが大切です。     

なお、個に応じた指導についても、児童生徒の実態を想定して具体的な手立てを記述して

おきます。教育的支援を必要とする児童生徒への配慮事項等も、この欄に記入します。 

また、安全管理、教材・教具、準備・片付け等についても、必要なことをこの欄に記述しま

す（本時の展開に「教材・教具」欄等を別に設けることもあります。）。 

 

この欄には、「おおむね満足できる」と判断される

状況を示した「評価規準」と「評価の観点」に加えて

「評価方法」も併せて記述します。その際、指導と評価の計画の評価規準との整合性に留意

することが必要です。  

 なお、一単位時間の授業の中には、様々な学習内容が含まれていますので、どの学習活動

を捉えて評価するのか、焦点化を図ることが重要です。 

「評価方法」は、児童生徒のどの学習活動を対象として、どのような方法で評価するのか

を記述します。ノート、ワークシート、学習カード等学習成果が客観的に残る資料を分析し

て評価する場合と、発言の内容、話合いの様子等を観察して評価する場合等があります。観

察の場合は、児童生徒の学習状況が把握できるように、授業のどの場面で、何をポイントと

学習活動 

評価規準・評価の観点・評価方法 

学習形態 

指導上の留意点 
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して観察するのかを明確にしておくことが必要です。 

 また、この欄には、「十分満足できる」と判断される状況と、「努力を要する」状況への手立

ても記述します。 

 

 「十分満足できる」と判断される状況は、評価規準に照らして学習の実現状況の程度から、

その高まりや深まりが見られると判断される状況を想定します。その際、「より深く」や「よ

り詳しく」等の抽象的な表現は避けて、評価規準に何が加われば、質的な高まりや深まりが

見られる状況なのかを具体的に想定して記述するようにします。例えば、「『話すこと・聞く

こと』において、相手に伝わるように行動したことや経験したことに基づいて、話す事柄の

順序を考えている。」という評価規準に対して、「行動したことや経験したことに基づいて、

聞き手に与える印象や効果も考えながら、話す事柄の順序を考えている。」等が考えられま

す。 

 「努力を要する」状況への手立ては、本時の学習活動において評価規準を達成することが

難しい児童生徒に対して、指導者がその時間内にどのような手立てを講じるのかを具体的に

考えて記述します。学習課題について、どのようなつまずきが予想されるかを具体的に想定

し、それに応じた適切な手立てを準備しておくことで、的確な指導を行うことができます。

そのためには、「ノートの見直しをさせる。」等のように抽象的な内容にとどまらず、「ノー

トを見直して前時に解いた問題を思い出させる。」等、児童生徒の実際の学習活動につなが

る手立てにすることが、指導と評価の一体化を図る上で重要であると言えます。 

 なお、「十分満足できる」と判断される状況を「Ａ」、「おおむね満足できる」状況を「Ｂ」、

「努力を要する」状況を「Ｃ」等のように記号で表記することもありますが、その際には、欄

外に注記を付け足す等して、記号が表す意味に誤解が生じないよう配慮することが求められ

ます。 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
参考図書・資料 

 

□ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料（小学校、中学校）」 

（令和２年３月 文部科学省 国立教育政策研究所教育課程研究センター） 

 

□ 「学習評価の在り方ハンドブック（小・中学校編）（高等学校編）」  

（令和元年６月 文部科学省 国立教育政策研究所教育課程研究センター） 

 

□ 「小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指

導要録の改善等について（通知）」（平成 31年３月 文部科学省） 

 

 

＊ 上記の資料の一部は、文部科学省、国立教育政策研究所のホームページからダウンロ

ードすることができます。 

 



 

１６ 

 

 

 

 

 授業を準備していく段階で練り上げ、当日には、進行表としてその役割を果たした学習指

導案ですが、実施後にも有効に活用していきたいものです。 

 そのためには、実施後に授業の記録と指導者の考察を付け加えることと、学習指導案の修

正や改善を行っておくことが必要になります。 

 

 授業の記録として残しておきたい物には、逐次発言記録（授業中の児童生

徒及び指導者双方の発言を記録したもの）、児童生徒のノートやワークシー

トのコピー、児童生徒の制作物、授業で使った教材、写真、録画映像、事後研究会の記録等が

あります。これらを全て揃えることには、時間と労力を要しますので、同僚の協力や研究部

等の組織的な取組の有無等の条件を考慮して、可能な範囲でいくつかを選択して記録を残す

ことになります。校内の研究体制を活用して、組織的に取り組むことが望ましいですが、無

理な場合は、児童生徒のノートやワークシートだけでも残しておくとよいでしょう。返却が

必要な物は、画像データとして残しておくことも有効です。 

 こうして収集した記録物は、できる限り早い段階で手際よく整理しておくことが必要です。

集めた記録資料の中から、児童生徒の変容や、授業の成果が確認できる物を選択し、研究会

等の資料として提供できる形に整えておきます。 

 整理した記録物は、研究会の資料や授業のまとめとして実際に活用することが重要です。

集めて残しておくだけでなく、その資料を使って考察したり、説明したりすることで、改め

て授業を振り返り、成果や課題に気付くことにつながります。また、活用することで必要な

資料を絞り込んだり、関連付けたりする等、資料の整理を一層進めることができます。資料

を整理し、学校として保管しておくと、共有財産となり次年度の指導に利用することができ

ます。 

 

授業を振り返っての考察は、単元目標が達成できたか、つまり、ねら 

いとしていた力を児童生徒に身に付けさせることができたかを中心に

行います。自分自身の振り返りや事後研究会等からは、様々な視点からの成果や課題が挙げ

られます。それらのうちから研究課題と単元目標に関わることに焦点化してまとめておくこ

とが大切です。箇条書きにしてまとめる場合と、文章化しておく場合があります。研究成果

を紀要にまとめる場合には、授業を振り返っての考察を文章化しておきたいものです。 

考察の柱としては、次のような内容が一例として考えられます。 

ア 評価の結果 … 単元もしくは本時の学習指導を終えた段階で、どれほどの児童生徒

が、評価規準に至ることができたか、また、それはどのような資料や

姿から判断できたのかを、できる限り客観的に分析・記述します。 

 

イ 成果とその要因 … 評価の結果、成果と認められることは何か、児童生徒の変容（で

きるようになったこと、よい方向で変化したこと等）を具体的に

挙げます。その上で、その成果が得られた要因はどこにあるのか

を探り、学習指導案に示された学習活動の工夫や指導方法等から

具体的に指摘します。 

 

ウ 研究成果の普遍化 … 研究授業から得られた成果やその要因から、指導の在り方や

方法について気付いたことや考えたことをまとめます。その際、

５ 学習指導案を今後に生かすために 

授業の記録
 

指導者の考察
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今回の研究授業で得られた個別の事例を基に、他の単元や教科

の指導にも当てはめることができるような理論や方法に一般化、

普遍化して考えることが重要です。 

 

エ 今後の展望 … 今回の学習指導をよりよくするためには、何を、どのように改善す

ればよいか、明確にします。「さらに努力したい。」「一層の改善を図る。」

等の抽象的な表現に終わらず、研究成果をどのように生かしていくか、

具体的に述べることが重要です。  

 

事後研究会や指導者自身の振り返りを基に、学習指導案を

修正・改善しておきます。学習指導案のどこをどのように修

正するのか、具体的に明らかにしておくことは、指導者自身の授業力の向上につながります。

また、学校として授業研究に取り組んだ場合には、修正された学習指導案が研究の成果とし

て残り、次年度の授業改善に役立ちます。紙資料としての学習指導案に加除修正を朱書きし

ておくことでも十分ですが、修正したものを電子媒体として保管しておくことで、学校の共

有財産とすることができます。授業研究の成果を生かした学習指導案の修正をもって、一連

の授業研究を終えることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導案の修正・改善
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【小学校の例】 

算数科学習指導案 

                            学校名 ○○立○○小学校  

                            指導者名   ○○ ○○  

１ 対象     第３学年１組  ○○名 

 

２ 日時     令和○年○月○日（水曜日）第○校時（○：○～○：○） 

 

３ 場所     第３学年１組 教室 

 

４ 単元名    あまりのあるわり算  

 

５ 単元について  

教科の系統性と指導の見通し 

本単元は、学習指導要領第３学年の算数科の内容「Ａ 数と計算」の(4)「除法」を受けて

設定したものである。 

児童は、第２学年において、数量の関係に着目し乗法の意味や計算の仕方を考えたり計

算に関して成り立つ性質を見いだしたりするとともに、その性質を活用して、計算を工夫

したり計算の確かめをしたりすること等を学習してきている。 

第３学年では、第２学年での学習の上に乗法の逆算である除法について学習する。前単

元では、除法の意味と乗法九九を１回適用してできる除法（余りのない場合)の計算を学習

してきた。 

本単元は、「あまりのあるわり算のしかた」と「あまりを考えて」の２つの小単元からな

っている。既習の割り切れる除法と同様に乗法九九を用いれば計算できることや、余りは

わる数よりも小さくなることを捉えることができるようにすることがねらいである。また、

余りについての捉え方を深め、場合に応じた余りの処理ができるようにし、日常生活の様々

な場面でも使えるようにすることもねらいとしている。 

  本単元で学習したことは、第４学年の「１けたでわるわり算の筆算」、「２けたでわるわ

り算の筆算」、「小数のかけ算やわり算」へと発展していくことになる。そのため、本学年

において、除法の意味を正しく理解し、計算の技能を確実に身に付けるよう指導すること

が大切である。 

 

本単元で育成を目指す資質・能力と学習活動 

本単元においては、割り切れない場合、つまり、余りのある場合も除法として捉えるこ

とができるように、除法の意味を拡張していくことが重要である。 

そこで、本単元においては、除法に関わる数学的活動を通して、次のような資質・能力

の育成を図っていくことが求められる。 

(1) 既習の除法と関連付けて、余りのある場合の除法でも九九を使って答えが求められ 

ることを理解し、余りと除数の大きさを比較して両者の関係を一般化して捉えること。 

(2) 除数と商がともに１位数である除法の計算が確実にできること。 

(3) 計算に関して成り立つ性質を見いだすことにより、その性質を活用して計算の結果 

６ 学習指導案の具体例 
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を確かめようとする態度を育むこと。 

(4) 日常生活の問題を解決し、得られた結果を吟味する数学的活動を通して、日常の事 

象を数量の関係に着目し、筋道を立てて考えるとともに、得られた結果を常に振り返 

って吟味しようとする態度を育むこと。 

 

学習内容や教材の特性と留意点 

多くの児童が、今までに、あるものを何人かで数が等しくなるように分けたり、あるも

のから同じ数ずつ取り去ったり、同じ数ずつ袋に入れたりする経験をしてきている。 

本単元では、このような日常生活で起こる等分除や包含除の場面の問題を、具体物や図、

式で考え、その結果を確かめたり、それを表現し伝え合ったりする学習活動を通して、除

法の意味や余りについて理解するとともに、日常生活の様々な場面においても、除法を活

用して問題を能率的に解決できることに気付かせていきたい。 

特に、除法で解決した結果余りがある場合には、日常生活の場面に即してより適切な答

えを考える必要がある。このような日常生活における事象を算数と結び付けて考えたり処

理したりする活動を通して、算数を学ぶよさを実感できるようにすることが大切である。

さらに、数学的な結果がそのまま日常の事象での答えになるとは限らないという認識のも

と、元の事象に立ち返り、その妥当性を検討する必要があることに気付けるのではないか

と考える。 

 

６ 単元の目標 

 (1) 割り切れない場合の除法の意味や余りについて理解し、それが用いられる場合につい 

て知り、その計算が確実にできる。 

(2) 割り切れない場合の除法の計算の意味や計算の仕方を考えたり、割り切れない場合の 

除法を日常生活に生かしたりすることができる。 

(3) 割り切れない場合の除法に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、 

数理的な処理のよさに気付き、生活や学習に活用しようとする。 

 

７ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 包含除や等分除等、除法

の意味について理解し、そ

れが用いられる場面につい

て知っている。 

② 除数と商がともに一位数

である除法の計算が確実に

できる。 

③ 割り切れない場合に余り

を出すことや、余りは除数

より小さいことを知ってい

る。 

① 除法が用いられる場面の

数量の関係を考え、具体物

や図等を用いて表現してい

る。 

② 余りのある除法の余りの

処理について日常生活の場

面に応じて考えている。 

① 除法が用いられる場面の

数量の関係を考え、具体物

や図等を用いて表現しよう

としている。 

② 除法の場面を身の回りか

ら見付け、除法を用いよう

としている（わり算探しな

ど）。 

 



 

２０ 

 

８ 指導と評価の計画（全８時間） 

次 時 ねらい・学習活動 

評価規準 

【評価の観点】 

〈評価方法〉 
一 １ 

 
 

〇包含除で余りのある場合の除法の意味を理
解する。 

・既習をもとに、余りがある場合でも除法を
用いてよいことや答えの見付け方を具体
物や図等を用いて考える。 

・余りのある場合の除法の式の表し方や、余
り等用語の意味を知る。《あまり、わり切
れる、わり切れない》 

◇除法が用いられる場面の数量の関係を考
え、具体物や図等を用いて表現してい
る。【思考・判断・表現①】 
〈活動観察、ノート分析〉  
 

２ 〇除法の意味に着目し、余りはいつも除数よ
り小さくなることを理解する。 

・除数と余りの大きさの関係を調べる。 

◇割り切れない場合に余りを出すことや、
余りは除数より小さいことを知ってい 
る。【知識・技能③】〈ノート分析〉 

３ 〇等分除の場面についても余りがある場合の
除法が適用できるかを考える。 

・等分除の場面で、答えの見付け方を考え
る。 

◆除法が用いられる場面の数量の関係を考
え、具体物や図等を用いて表現してい
る。【思考・判断・表現①】 
〈活動観察、ノート分析〉 

４ 〇割り切れない場合の除法計算について、答
えの確かめ方を知る。 

・除法の操作や計算の仕方をもとに、余り
のある除法の答えの確かめ方を考える。 
(除数)×(商)＋(余り)＝(被除数) 

◇除法が用いられる場面の数量の関係を
考え、具体物や図等を用いて表現しよ
うとしている。【主体的に学習に取り
組む態度①】〈活動観察、ノート分析〉 

二 ５ 
 
 
 
 
６ 

〇日常生活の場面に当てはめたときに、商と
余りをどのように解釈すればよいかを考
える。 

・余りを切り上げる場合と切り捨てる場合
について、それぞれ考える。 

◇余りのある除法の余りの処理について、
日常生活の場面に応じて考えている。 
【思考・判断・表現②】 
〈活動観察、ノート分析〉  

◆除法が用いられる場面の数量の関係を考
え、具体物や図等を用いて表現しようと
している。【主体的に学習に取り組む態度
①】〈ノート分析〉 

７ 〇学習内容を適用して除法の問題を考えた
り、解決し合ったりする。 
 

◆除法の場面を身の回りから見付け、除法
を用いようとしている。【主体的に学習
に取り組む態度②】〈ノート分析〉 

三 ８ 〇学習内容の定着を確認する。 
（評価テスト） 

◆包含除や等分除等、除法の意味について理
解しそれが用いられる場面について知っ
ている。【知識・技能①】〈ペーパーテスト〉 

◆除数と商がともに一位数である除法の計
算が確実にできる。 

【知識・技能②】〈ペーパーテスト〉 
◆割り切れない場合に余りを出すことや、余
りは除数より小さいことを知っている。 

【知識・技能③】〈ペーパーテスト〉 
◆余りのある除法の余りの処理について、日
常生活の場面に応じて考えている。 

【思考・判断・表現②】〈ペーパーテスト〉 

※評価規準・評価の観点・評価方法」の「◇」は指導に生かす評価、「◆」は記録に残す評価とする。 

※評価方法については以下のとおり。 

〇活動観察：机間指導等を通じて捉えた児童の活動の様子、話合い時の児童の発言、 

ノートの記述等に基づいて評価する。 

〇ノート分析：授業後に児童のノートやワークシート等を回収し評価する。 

〇ペーパーテスト：単元で学習した知識や技能の内容が定着しているかを評価する。 

(

本
時) 



 

２１ 

 

９ 本時の目標  

  日常生活の場面に応じて、余りを切り上げて答えを求めることを、図や式や言葉を用い 

て説明することができる。 

 

10 本時の展開（５／８） 

過
程 学習活動 学習 

形態 指導上の留意点 
評価規準 

【評価の観点】 
〈評価方法〉 

導

入 

10 

分 

○本時の学習問題を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇めあてをつかむ。 

 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一斉 

○わられる数を伏せて問題を提示

しわられる数が４の倍数なら既

習のわり算で解けることに気付

かせ、解決の見通しをもたせる。 

○わられる数(３５)を挿入し、問

題場面を捉えさせる。 

○問題文に着目させて、既習の問

題文との問い方の違い（商と余

りを問うていない。）に気付かせ

る。  

○見通しをもたせるために、余り

が出てしまうことを確認する。 

 

 

 

 

 

展

開 

30 
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇問題の解き方を考え、問題

を解く。 

 

 

 

 

・予想される児童の反応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ペアで自分の考えを伝え合

い、互いの考えを確認す

る。   

個別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペア 

 

○式と答えだけではなく、考えの

根拠を図や言葉でもかくことを

確認する。 

〇図がかきこみやすいワークシー

トを準備して、個に応じた支援

を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇互いの式や図を読み取らせ、ど

のように考えて答えを出してい

るのかを考えさせる。  

 

 

◇余りを切り上げて答え

を求めることを、図や

式や言葉を用いて説明

している。 

【思考・判断・表現②】 

〈活動観察、ノート分析〉 

 

 

 

 

 

○余りを切り上げて答え

を求めることを、図と

式と言葉を関連付け説

明している。 

 

 

 

 

○ワークシートを用いて図

をかかせ、その図をもと

に余りの処理の仕方を確

認させる。 

みんながすわるには、あまりをどうすればよいのか考えよう。 

３５人の子どもが、長い

す１きゃくに４人ずつす

わっていきます。 

 みんながすわるには、長

いすが何きゃくいります

か。 

「十分満足できる」と
判断される状況 

「努力を要する」状
況への手立て 

※余りを切り上げて正答を求め

ている。 

〔式〕35÷４＝８あまり３ 

〔言葉〕みんながすわるために

は、いすがもう１きゃくいるの

で、答えは９きゃく。 

〔図〕 

 

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

　　　　８きゃく　 もう

１きゃく

※余りを切り捨てて答えを求

めている。  

〔式〕35÷４＝８あまり３ 

〔言葉〕８あまり３だから、答

えは８きゃく 

〔図〕 

 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

　　　　８きゃく　

※計算はできているが、図や言葉で説明していない。 

〔式〕35÷４＝８あまり３      

     



 

２２ 

 

  

〇全体で考えを交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇本時をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇適用問題に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別 

 

○図や式や言葉を用いて説明させ

る。 

〇余りの処理について、問題文の

「みんなが」という言葉と関連付

けて考えさせる。 

〇この問題で、答えが９脚になるの

は子どもが３５人以外にもある

のか考えさせ、商と余りの関係や

余りの処理の仕方を捉えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○余りの処理について、図や式や言

葉を用いて説明させる。 

 

 

 

ま

と

め

５

分 

〇本時を振り返る。 

・今日の学習のまとめを「あ

まり」という言葉を使って

文章に書く。 
 

個別 ○本時の学習を通して、分かった

ことや、友達の考えに納得でき

たところ等を「あまり」という

言葉を使って書かせ、本時を振

り返らせる。 

 

 

  

みんながすわるためには、

のこりの３人がすわるいすが

もう１きゃくいります。だか

ら、あまりを切り上げて８＋

１で答えは９きゃくになりま

す。 

 

ドッジボールが 11 こあり

ます。 

１回に２こずつ運ぶと、何

回で全部運べますか。 



 

２３ 

 

【中学校の例】

理科学習指導案 
                                                    学校名   ○○立○○中学校 
                                                    指導者名     ○○ ○○ 
                               
 
１  対象     第３学年１組    ○○名 
 
２ 日時     令和○年○月○日 ○曜日 第○校時 （○：○～○：○） 
 
３ 場所     理科室 
 
４ 単元名    化学変化と電池   
 
５ 単元について 
  リチウムイオン電池は今日の高度情報化社会を支え、環境保全対策にも貢献し、私たちの産業
や生活に欠かせないものとなっている。また、家庭等で広く利用されているアルカリ乾電池の「ア
ルカリ」という語句が示すように、電解質水溶液における化学変化と電池との関係性を示す例は
日常生活にあふれている。 

  生徒は、小学校第６学年で、金属を変化させる水溶液があることを学習している。また、化学
変化に関する学習や、水溶液とイオンの学習を通して、化学変化を粒子のモデルを用いて考察し、
基礎的な概念を見いだしたり関連付けたりしている。さらに電流とその利用の学習を通して、電
流が電子の移動に関係していること、熱や光を取り出せることを学習している。 

本単元は、電解質水溶液と金属の化学変化の観察、実験を行い、その結果を分析して解釈し、
金属の種類によってイオンへのなりやすさが異なること、電池においては、電極における電子の
授受によって外部に電流を取り出していること、化学エネルギーが電気エネルギーに変換されて
いることを理解させることが主なねらいである。身近な電池と化学変化とを関連付けて理解し、
科学的に探究するために必要な資質・能力を育てたい。 
 

 
６ 単元の目標 

(1) 化学変化をイオンのモデルと関連付けながら、金属イオン、化学変化と電池を理解するとと
もに、それらの観察、実験などに関する技能を身に付ける。 

(2) 化学変化と電池について、見通しをもって観察、実験などを行い、イオンと関連付けてその
結果を分析して解釈し、化学変化における規則性や関係性を見いだして表現する。また、探
究の過程を振り返る。 

(3) 化学変化と電池に関する事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする。 

 

７ 単元の評価規準  
 

知識・技能 
 

思考・判断・表現 
 
主体的に学習に取り組む態度 
 

化学変化をイオンのモデル

と関連付けながら､金属イオ

ン、化学変化と電池について

の基本的な概念や原理・法則

などを理解しているととも

に、科学的に探究するために

必要な観察、実験などに関す

る基本操作や記録などの基

本的な技能を身に付けてい

る。 

化学変化と電池について、見

通しをもって観察、実験など

を行い、イオンと関連付けて

その結果を分析して解釈し、

化学変化における規則性や

関係性を見いだして表現し

ているとともに、探究の過程

を振り返るなど、科学的に探

究している。 

化学変化と電池に関する事

物・現象に進んで関わり、

見通しをもったり振り返っ

たりするなど、科学的に探

究しようとしている。 

 

 



 

２４ 

 

８ 指導と評価の計画（全８時間） 

時 ねらい・学習活動 
評価規準 

【評価の観点】 
〈評価方法〉 

１ ○硝酸銀水溶液と銅を反応させる実験を行
い、結果を考察して表現する。 

・反応前後の違いを比較し、銀が析出し、
銅が水溶液中に溶けることを見いだす。 

◇銀樹が生成したことや、水溶液の色の変
化から、銀が析出し、銅が水溶液中に溶
けることを見いだして表現している。 

【思考・判断・表現】              
〈活動観察・記述分析〉 

２ ○硝酸銀水溶液と銅の反応から、銀が析出
し、銅が水溶液中に溶けたことを表現す
る。 

・それぞれ、イオンや電子のモデルを用い
て表現する。 

◆実験の結果を基に、反応についてイオン
や電子のモデルと関連付けながら、自ら
の考えを表現している。 

          【思考・判断・表現】         
〈記述分析〉 

○銀と銅について、イオンへのなりやすさ
の違いを理解する。 

・銀イオンが銀原子になり、銅原子が銅イ
オンになる変化と関連付けて、電子の授
受が行われていることやイオンへのなり
やすさの違いについて知る。 

◇銀イオンが電子を受け取って銀原子にな
り、銅原子が水溶液中に溶け出して銅イ
オンになるとともに電子を受け渡したこ
とを、イオンや電子のモデルと関連付け
ながら理解している。 

            【知識・技能】            
〈活動観察〉 

３ ○金属のイオンへのなりやすさの違いを調
べる実験を計画する。 

・Cu、Zn、Mg のイオンについて、金属と
硫酸塩水溶液を組み合わせて調べる実験
の計画を立てる。 

◆それぞれの金属と硫酸塩水溶液との組み
合わせを考え、見通しをもって実験を計
画している。            

【思考・判断・表現】 
       〈記述分析〉 

４ ○計画した実験を行い、３種類の金属のイ
オンへのなりやすさについて考察する。 

・３種類の金属のイオンへのなりやすさの
違いについて表現する。また、探究の過
程を振り返る。 

◆３種類の金属と硫酸塩水溶液を用いた実
験の結果の比較から、３種類の金属のイ
オンへのなりやすさを分析して推論して
いる。 

【思考・判断・表現】 
〈記述分析〉 

５ ○ダニエル電池を製作する実験を正しく安
全に行い、電気エネルギーを取り出した
際の反応について記録する。 

・正極と負極での反応など気付いたことを
記録する。 

◇正極と負極での反応に着目し、気付いた
ことを記録している。 

【知識・技能】 
〈活動観察〉 

６ ○ダニエル電池の基本的な仕組みをイオン
のモデルを用いて表現する。 

・イオンのモデルを用いた互いの考えを交
流し、必要に応じて自分の考えを修正す
る。 

◆ダニエル電池の基本的な仕組みについ
て、イオンのモデルを用いて表現するこ
とによって科学的に探究しようとしてい
る。 

【主体的に学習に取り組む態度】 
〈活動観察・記述分析〉 

７ ○電池の基本的な仕組みを理解する。 
・単元の学習を振り返り、まとめのテスト
で確認する。 

◆電池の基本的な仕組みを理解している。 
【知識・技能】 

〈ペーパーテスト〉 

８ 
○身の回りには様々な電池が利用されてい
ることを理解する。 

・身の回りで化学変化を利用した電池が利
用されていることを知る。合わせて、燃
料電池についても知る。 

◇身の回りには様々な電池が利用されてい 
ることを理解している。 

【知識・技能】 
〈記述分析〉 

※「評価規準・評価方法」の「◇」は、指導に生かす評価、「◆」は、記録に残す評価とする。 

※評価方法については以下のとおり。 

〇活動観察：机間指導等を通じて捉えた生徒の活動の様子、話合い時の生徒の発言、ノートの記述等に基

づいて評価する。 

〇記述分析：授業後に生徒のノートやワークシート等を回収し評価する。 

〇ペーパーテスト：単元で学習した知識や技能の内容が定着しているかを評価する。 

(

本
時) 



 

２５ 

 

９ 本時の目標 

前時に計画した３種類の金属と硫酸塩水溶液を用いた実験を行い、その結果から考察して 

 金属のイオンへのなりやすさが異なることを表現できる。 

 

10 本時の展開（４／８） 

過
程 

 

学習活動 

 

 
学習

形態 

 

 

指 導 上 の 留 意 点 

 
評価規準 

【評価の観点】 
〈評価方法〉 

導 

入 
 
 

分 

 1
0 分 

○前時の振り返りを行い、自分たち
で計画した実験方法を確認する
とともに、自分たちで立てた仮説
を確認する。 

 
 
 
 
 
 
〇本時のねらいについて確認する。 

グル 
ープ 

○硝酸銀水溶液中に銅板を入れ
た場合、銅板の表面に銀が析出
し、水溶液の色が変化したこと
を想起させ、イオンへのなりや
すさの違いを、どのような点か
ら判断すべきか、観察するポイ
ントを確認し合う。 

 

〇ワークシートの記述内容によ
って評価することを示し、本時
の評価規準を明らかにする。 

 

展 

開     

分 
 

3
0 分 

○前時に計画した実験を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





 
 
 
 
 
 
 
 
 
○実験の経過を観察し、ワークシー
トに結果を記録する。 

 
 
 
 
 
 
○実験の結果を基に、３種類の金属
それぞれのイオンへのなりやす
さについて考察する。 

 
 

グル 
ープ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

グル 
ープ 
 
 
  
 
 
 

個別 
 
 
 
 

 

○［準備物］ 

３種類の金属片（Cu、Zn、Mg）、
３種類の硫酸塩水溶液、マイクロ
プレート（または、卵のパック容
器）、ビーカー、点眼瓶（または
スポイト）、プラスチックピンセ
ット（または、割りばし）、保護
眼鏡、台紙、ワークシート、タブ
レット端末 
 
○無色透明の水溶液については、
あらかじめ入れる場所を決め
ておき見分けがつくようにす
る。 

 
○水溶液が皮膚につかないよう
に注意させる。また、目に入ら
ないように必ず保護眼鏡をか
けて実験を行うよう指導する。 

 
○実験に使用した水溶液は、教卓
に置いてある大型のビーカー
に捨てるよう指示する。 

 
 
○実験の途中の様子や変化につ
いても、言葉や画像で記録する
よう促す。金属の表面の様子や
水溶液の色の変化に注目させ
るとともに時間の経過や水溶
液の量、金属片の大きさ等にも
着目させる。 

 
○水溶液と金属片の組み合わせ
及びそれぞれの結果を整理し
て比較させ、自分の考えをワー
クシートにまとめさせる。 

 

 
◆３種類の金属と硫酸
塩を用いた実験の比
較から、３種類の金
属のイオンへのなり
やすさを分析して推
論している。 

【思考・判断・表現】 
〈記述分析〉 

 
 
 
 
 
 
 
○実験の結果を基に、
３種類の金属のイオ
ンへのなりやすさの
順を、根拠をもって
説明している。 

 
  

 
 

 
 
○まず、２種類の金属
に着目して、どちら
がイオンになりやす
いかを判断して考察
することができるよ
うに支援する。 

３種類の金属のイオンへのなりやすさを調べよう。 

「十分満足できる」
と判断される状況 

「努力を要する」
状況への手立て 

10 

30 



 

２６ 

 

 グル 
ープ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

一斉 

○グループで交流させる。 
 自分の考えは残し、グループ交
流での新たな気付きを書き加
えさせる。グループの代表的な
意見をまとめさせる。 

 ［期待される考察の例］ 
 ・３種類の金属のイオンへのな

りやすさには違いが見られ
た。 

 ・銀樹の実験と同じように、金
属表面に固体が付着（析出）
した方がイオンになりにく
いと考えられるので、△の方
が、▽よりイオンになりにく
い。 

 ・金属表面に固体が付着（析出）
しない場合、もう一方の金属
の方がイオンになりやすく、
イオンのままであると考え
られるので、▽の方が、△よ
りイオンになりやすい。  

 
○考察した内容について、タブレ
ット端末を使って、全体で共有
させる。 

 グループの代表意見を、タブレ
ット端末や大型モニターで共
有し、簡単に発表させる。 

 

ま
と
め 

 
 

分 

○探究を振り返る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個別 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○以下の観点で振り返るように
させる。 

・自分たちの仮説は課題を解決
するものになっていたか。 

・グループで考察した内容は、仮
説を確かめるものになってい
たか。 

・疑問点、もっと知りたいこと、
新たな課題等はあるか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考図書・資料 

□「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料（小学校、中学校）」 

（令和２年３月 文部科学省 国立教育政策研究所教育課程研究センター） 
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